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議 題 

（令和 4年度研究テーマ）「生涯学習推進のための駅北複合施設のあり方」 

 

１ あいさつ（有賀代表、伊藤教育長） ※伊藤教育長は公務のため途中退席 

  

２ 答申の最終確認 

（意見） 

・ホールの収容人数は５００人以上必要と判断し「５００～６００人程度」とする。 

・答申書の体裁として見出しを整理すること。 

・以下について言及すること。 

①現状の市民図書館の利用者のアンケートでは「静かな環境」を求めていることが読み取れることか

ら、防音機能の必要性。 

②図書の既存のインターネット予約、検索機能の周知すること。 

③駅北複合施設利用者とＪＲ利用者の駐車場を明確に区分すること。また駅北複合施設利用者の駐

車料金を無料とすること。 

 

以上の意見をもとに答申書案を事務局にて修正し、代表及び副代表が答申書案の最終確認を行い、

教育委員会へ答申することとする。 

 

３ 釜戸小学校コミュニティ・スクールに関する実践発表 

（社会教育委員、釜戸小学校校長 遠藤晶子氏） 

 

４ 事務局より 

 ・次期研究テーマについて（構想） 

 ～瑞浪市地域学校協働活動と地域学校協働活動推進員のあり方について～ 

 ・次年度の年間計画について 

 ・次年度の充て職について 

 ・瑞浪市教育総合基本計画 みずなみ教育プランの策定に向けて 

（所管である教育総務課からのアンケートについて、各委員から意見聞き取りを行った。） 

 

 



 

５ 今後の予定 

 ・教育長への報告   ２／２８（火） 

 ・教育委員会へ報告 ３／２３（木） 

 

６ 閉会の言葉（伊藤副代表） 


